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Ⅰ． イントロダクション
パトモス島



■著者 …不記載。使徒ヨハネ？!

■宛先 …小アジアの教会？!

■執筆時期 …80年頃？!
エルサレム陥落後

■特徴 …ヨハネ福音書と共通
主はことば。光と闇の戦い

■目的 …異端(グノーシス)の警告
教会への励まし

ヨハネの手紙第一とは？

■
エルサレム

エペソ
■ タルソ

■

■
アンテオケ



■父はゼベダイ。兄はヤコブ。カペナウム出身。
12使徒。最年少。ペテロと双璧のリーダー。
ペテロ、ヤコブと山上で栄光のイエスを目撃。

■イエスの愛称は、｢雷の子｣。
兄弟で左右の座を要求し、メシアに叱責。
イエスの母マリアを義母に(ヨハネ19:26)。
母もイエスの弟子。復活の主を目撃。

■教会初期は、ペテロと共に宣教活動。
兄ヤコブは最初の殉教者に。
晩年、流刑地のパトモスで、黙示録を記す。

ヨハネとは？

パトモス島



Ⅰ．主を愛せよ ヨハネの手紙第一 2:15～17



信仰の成長(聖化)とは、主を愛することを選び取っていく課程

勧告 主を愛せよ Ⅰヨハネ2:15
あなたは世も世にあるものも、愛してはいけ

ません。もしだれかが世を愛しているなら、
その人のうちに御父の愛はありません。

｢自分のいのちを愛する者はそれを失い、こ
の世で自分のいのちを憎む者は、それを保っ
て永遠のいのちに至ります。ヨハネ12:25 ｣
■福音を信じた ＝ 主イエスを愛した

主の目に見えているのは、
愛が完成(栄化)した私たちの姿

・



■ヨハネ福音書12:25

自分のいのちを愛する者はそれを失い、
この世で自分のいのちを憎む者は、
それを保って永遠のいのちに至ります。

愛するか 憎むか いのちの選択



勧告 世から出るもの Ⅰヨハネ2:16
すべて世*にあるもの、すなわち、肉の欲、

目の欲、暮らし向きの自慢*は、御父から出る
ものではなく、世*から出るものだからです。

＊罪で汚れた“世”の支配者は、サタン
＊対句的表現 …一つのことを多面的に表現

類語を並べ、理解を深める
人間の欲望全般…性欲、物欲、金銭欲、

自己顕示欲、支配欲etc
■あるべき欲求が壊れているのが私たち罪人

・



勧告 みこころを行う者 Ⅰヨハネ2:17
世と、世の欲は過ぎ去ります。しかし、神

のみこころを行う者*は永遠に生き続けます。

＊主イエスを信じた者＝御心を行う者
｢だれでも神のみこころを行う人が、わたし
の兄弟、姉妹、母なのです。マルコ3:35 
｢あなたがたは彼らを実によって見分けるこ
とになります。マタ 7:16 」
■信じて救われた 聖霊が内住 聖霊

に変えられていく 実(行い)を結ぶ
・



Ⅱ．反キリストに注意!! ヨハネの手紙第一 2:18～23



警告 終わりの時 Ⅰヨハネ2:18
幼子たち、今は終わりの時*です。反キリス*

トが来るとあなたがたが聞いていたとおり、今
や多くの反キリスト*が現れています。それに
よって、今が終わりの時であると分かります。

＊ここでは、“イエスがキリストであることを
否定する者(Ⅰヨハ2:22)”

＊大きな枠では教会時代全体が、終わりの時
いつ主イエスが来られるか分からない

・



警告 出て行った者たち Ⅰヨハネ2:19
彼ら*は私たちの中から出て行きましたが、

もともと私たちの仲間ではなかったのです。
もし仲間であったなら、私たちのもとに、と
どまっていたでしょう。しかし、出て行った
のは、彼ら*がみな私たちの仲間でなかった
ことが明らかにされるためだったのです。

＊教会に潜んでいた偽り者、反キリスト
■真理に立ち続けるなら、“出て行く”形で、

偽りの信仰者が明らかにされる時がある。

・



ユダはパン切れを受けると、
すぐに出て行った。
時は夜であった。

ヨハネ福音書13:30

主のもとから出て行ったユダ



勧告 真理を知っている Ⅰヨハ2:20～21
あなたがたには聖なる方からの注ぎの油があ

る*ので、みな真理を知っています*。
私がこのように書いてきたのは、あなたがた

が真理を知らないからではなく、真理を知っ
ているからです。また、偽りはすべて、真理
から出ていないからです。

＊聖霊の内住
＊真理と一体になっている 位置的真理

・



警告 反キリスト Ⅰヨハネ2:22
偽り者*とは、イエスがキリストであること

を否定する者でなくてだれでしょう。御父と
御子を否定する者、それが反キリストです。

＊“嘘をつく者(Ⅰテモテ1:10)、嘘つき”
■反キリストの性質

…嘘つき
…イエスがキリストであることを否定
…御父と御子を共に否定
究極の反キリストは大艱難時代に登場!!

・



勧告 御子と御父 Ⅰヨハネ2:23
だれでも御子を否定する者は御父を持たず、

御子を告白する者は御父も持っている*のです。

＊主の栄光が福音を信じた者の内にある。

・



Ⅲ．福音にとどまれ ヨハネの手紙第一 2:24～29



勧告 御子と御父 Ⅰヨハネ2:24～25
あなたがたは、初めから聞いていること*を

自分のうちにとどまらせなさい。もし初めか
ら聞いていることがとどまっているなら、あ
なたがたも御子と御父のうちにとどまります。
これ*こそ、御子が私たちに約束してくだ

さったもの、永遠のいのちです。

＊｢いのちのことば(Ⅰヨハ1:1)｣
最初に聞いて信じたこと 福音

■福音を信じ、信じ続けるのが信者の道。
信じた者には、永遠のいのちが約束。

・



勧告 そして御霊 Ⅰヨハネ2:26～27
私はあなたがたを惑わす者たちについて、以

上のことを書いてきました。
しかし、あなたがたのうちには、御子から受

けた注ぎの油*がとどまっているので、だれ
かに教えてもらう必要はありません。その注
ぎの油*が、すべてについてあなたがたに教
えてくれます。それは真理であって偽りでは
ありませんから、あなたがたは教えられたと
おり、御子のうちにとどまりなさい。

＊聖霊
・

父子聖霊なる神の内にとどまる



勧告 キリストのうちに Ⅰヨハネ2:28
さあ、子どもたち、キリストのうちにとどま

りなさい。そうすれば、キリストが現れると
き、私たちは確信を持つことができ、来臨の
ときに御前で恥じることはありません。

■“キリストのうちにとどまる”とは？
❶キリストの福音を信じ続ける。
❷キリストの教えに従い続ける。
❸行いの実を結んでいく。
御座の裁きで、信者に報酬が与えられる。

・



勧告 神は正しい方 Ⅰヨハネ2:29
あなたがたは、神が正しい方であると知って

いるなら、義を行う*者もみな神から生まれ
たことが分かるはずです。

＊信仰のゆえ、内住する聖霊のゆえに可能
■信者が体験する二度の誕生

❶人間として誕生(いのちの書に記名)
❷新生(子羊のいのちの書に記名)

・



Ⅲ．まとめと適用
完璧依存症から抜け出そう
聖霊による真理と自由の道へ



■世ではなく、主を愛せよ。
主のみこころを行え

■福音にとどまれ。キリストにとどまれ。
神の義を行え

ヨハネが告げる主の命令

明確な命令を前に、躊躇する私がいないだろうか？



■あるべき姿を求めて、自制が効かなくなるのが依存症。

完璧依際限存症者は、きりなく完全を求めてがんじがらめに。

■完璧依存症の弊害

❶完璧にやらないと気が済まない

…周囲にも圧力!! 他者に批判的 聞く耳を持たない

❷逆に何もできなくなる

…失敗したくない 自己中心 挑戦できない 臆病に

完璧依存症に注意しよう!!



■主イエスは完全を求められた。マタイ5:48

｢あなたがたの天の父が完全であるように、完全でありなさい。｣

■律法時代には、律法の完全な遵守が求められた。

教会時代には、キリストの教えへの完全な従順が求められる

■しかし、否応なく直面するのは、欠けだらけの自分の姿!!

それでも聖書は完全を求める

このギャップをどうすればいい？



❶義認…福音を信じて、恵みによって救われる。

❷聖化…福音を信じ続けて、聖霊によって変えられていく。

❸栄化…栄光の体が与えられる。 信仰の完成

■恵みによって救われ、恵みによって変えられていく。
内住される聖霊が、私を変えてくださる。

信仰の三段階を確認しよう



0から100に至る 信仰の三段階

❶義認…救いは、0か100か。永遠の命か、永遠の滅びか。

❷聖化…100に向かって歩んで行く課程。誰もが不完全。
99.999％でも、主の目には、全く不完全
主の目に十分な者など一人もいない!!

❸栄化…100％になるのは、栄光の体が与えられた時。



❶抑圧ではない
真理がもたらす自由を生きるのがクリスチャン

完全(信仰のゴール)を求めて歩み進めるほど、

聖霊に頼らざるをえないと思い知らされ、解放されていく。

❷絶望ではない
古い私は絶望と共に死んで、希望を持って生まれ変わった。

生まれ変わった私は、希望をもって主を見上げて歩むだけ。

完全を目指す、とは？



■はじめであり終わりである、時を超越した主なる神は、

私、あなたの、完成した姿を見ておられる。

■途方もない約束を、地上で生きる私たちが実感できる筈もない。

それでも、見ないで信じるのが信仰だ。

■信じる力すらも私たちにはない。だから御霊が内住されている。

主の視点から励ましを得よう

御言葉にすがり、御霊に依り頼もう できるのはそれだけ



■信じたことを形にしよう。小さなことでいいから行動を!!

御言葉に信頼して踏み出す時、聖霊は最も力強く働かれる。

■主に降参することから、私たちの信仰生活は始まった。

なのに、恵みを忘れて自力で抗うから、行き詰まる。

■初めからの教え、恵みの福音にとどまり続けよう。

★ 聖霊による真理と自由の道へ ★

信仰と恵みを、御言葉と日々の体験をもって味わい知っていこう



■Ⅰヨハネ2:27～28
しかし、あなたがたのうちには、御子から受けた注ぎ

の油がとどまっているので、だれかに教えてもらう必要
はありません。その注ぎの油が、すべてについてあなた
がたに教えてくれます。それは真理であって偽りではあ
りませんから、あなたがたは教えられたとおり、御子の
うちにとどまりなさい。

さあ、子どもたち、キリストのうちにとどまりなさい。
そうすれば、キリストが現れるとき、私たちは確信を持
つことができ、来臨のときに御前で恥じることはありま
せん。

御霊の助けによって キリストにとどまろう



「天のお父さま。わたしの罪をゆるしてください
わたしは、神のみ子、主イエス・キリストが、

①わたしの罪を贖うために十字架で死なれ、
②墓に葬られ、
③三日目に復活されたこと、を信じます。

信仰が完成する時が来ることを、主が約束されています。
私の内に住まわれる御霊の助けによって、確信を深めてください。
主イエス・キリストの福音に堅く立ち続けることができますように。
真理による自由の内に、喜びもって私を遣わし、用いてください。
主イエス・キリストのみ名によって祈ります。 アーメン｣

あがなつみ じゅうじか

はか ほうむ

ふっかつ

し

みっかめ しん

こかみ

てん とう つみ

しゅ いのな

ふくいん

とき

たす

よろこ

わたし

うち もち

かた

しんり

つづ

しゅ

しゅ

わたし

く

うち みたま

つか

た

ふか

しゅ

じゆう

かくしん

しんこう かんせい やくそく

す


